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は　

じ　

め　

に

一　

八
代
将
軍
吉
宗
期
の
「
奥
」
空
間

二　

一
〇
代
将
軍
家
治
期
の
「
奥
」
空
間

三　

一
二
代
将
軍
家
慶
期
の
当
初
計
画
に
見
る
「
奥
」
空
間

四　

同
時
期
に
竣
工
さ
れ
た
「
奥
」
空
間

　

お　

わ　

り　

に

は
　
じ
　
め
　
に

江
戸
城
本
丸
御
殿
の
「
奥
」
空
間
は
、「
表
」
と
異
な
り
、
将
軍
の
個
性
や
政
治
状

況
に
応
じ
、
将
軍
の
代
ご
と
に
改
造
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
特
徴
が
あ
る
。
す
で
に
筆
者

は
、「
江
戸
城
本
丸
御
殿
図
に
見
る
中
奥
・
表
向
・
大
奥
─
そ
の
変
遷
を
中
心
に
─

（
上
）」（
以
下
、
前
稿
と
略
す
）に
お
い
て
、
御
殿
図
を
基
に
そ
の
構
造
の
変
化
を
考
察
し

た
が
、
な
お
不
明
な
点
が
多
か
っ
た
。
近
年
、
五
代
将
軍
綱
吉
時
代
か
ら
七
代
将
軍
家

継
時
代
ま
で
の
「
奥
」
に
つ
い
て
は
、
別
稿
に
よ
っ
て
補
足
説
明
を
行
っ
た
が
、
八
代

（
1
）

（
2
）

─
吉
宗
・
家
治
・
家
慶
期
の
変
化
を
中
心
に

─

将
軍
吉
宗
時
代
以
降
の
「
奥
」
は
前
稿
の
ま
ま
で
あ
っ
た
。

そ
こ
で
本
稿
で
は
、
新
た
に
発
掘
し
た
御
殿
図
を
加
え
つ
つ
、
吉
宗
時
代
以
降
の

「
奥
」
構
造
の
変
化
に
つ
い
て
考
察
し
た
い
。

な
お
、
考
証
の
過
程
で
、
前
稿
と
重
複
す
る
部
分
が
あ
る
こ
と
を
予
め
お
断
り
し
て

お
く
。

一
　
八
代
将
軍
吉
宗
期
の
「
奥
」
空
間

八
代
将
軍
吉
宗
は
、
五
七
号
所
収
論
文
で
考
証
し
た
ご
と
く
、
将
軍
家
相
続
後
享
保

一
二
年（
一
七
二
七
）の
新
築
ま
で
、
七
代
将
軍
家
継
時
代
の
休
息
所
を
そ
の
ま
ま
受
け

継
ぎ
、「
御
本
丸
御
表
方
惣
絵
図
」（
東
京
都
立
中
央
図
書
館
特
別
文
庫
室
蔵
）の
改
築
図
に

見
え
る
「
東
御
小
座
敷
御
上
段
」（
同
上
論
文
図
3
の
④
）に
居
住
し
た
も
の
と
思
わ
れ

る
。
し
た
が
っ
て
、
そ
の
他
の
「
奥
」
空
間
に
つ
い
て
も
、
部
屋
名
は
変
え
た
か
も
し

れ
な
い
が
、
構
造
的
に
は
家
継
時
代
の
状
況
を
そ
の
ま
ま
維
持
し
た
可
能
性
が
高
い
。

と
こ
ろ
が
、
享
保
一
二
年
三
月
に
休
息
所
を
造
営
す
る
こ
と
に
な
り
、
同
年
五
月
に



江
戸
城
本
丸
御
殿
の
「
奥
」
空
間
再
論

二

普
請
が
終
わ
り
、
六
月
一
日
、
吉
宗
は
新
し
い
休
息
所
に
移
徙
し
た
。
こ
の
新
築
後
の

御
殿
図
が
、
図
1
の
「
御
本
丸
表
向
絵
図
」（
東
京
都
立
中
央
図
書
館
特
別
文
庫
室
蔵
、
整
理

番
号
〔
以
下
同
じ
〕
六
一
六
―

三
八
）と
推
定
さ
れ
る
。
こ
れ
は
、「
表
」
の
納
戸
口（
①
）に

あ
る
老
中（
戸
田
山
城
守
・
水
野
和
泉
守
・
松
平
左
近
将
監
・
酒
井
讃
岐
守
・
安
藤
対
馬
守
）、

西
丸
側
用
人（
石
川
近
江
守
）、
若
年
寄（
太
田
備
中
守
・
水
野
壱
岐
守
・
本
多
伊
予
守
）、
西

丸
若
年
寄（
松
平
能
登
守
）の
下
部
屋
に
記
さ
れ
た
人
名
か
ら
判
明
す
る
。
す
な
わ
ち
彼

ら
の
在
職
期
間
に
よ
り
、
こ
の
御
殿
図
は
、
享
保
一
三
年
一
〇
月
か
ら
同
一
四
年
一
〇

月
頃
の
状
況
を
示
す
も
の
と
見
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
吉
宗
が
休
息
所
を
新
築
し
た

直
後
の
御
殿
図
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

こ
の
図
に
よ
る
と
、
将
軍
の
休
息
所
と
し
て
、「
御
座
之
間
」（
②
）の
右
側
に
、「
御

休
息
」（
③
）と
「
御
小
座
敷
」（
④
）が
復
活
し
て
い
る
。
ま
た
そ
の
側
に
、
将
軍
側
近
役

の
「
御
小
性
詰
所
」（
⑤
）と
「
御
小
納
戸
詰
所
」（
⑥
）が
見
え
る
。「
奥
」
の
中
心
部
に

あ
る
「
御
小
性
衆
部
屋
」
二
部
屋（
⑦
）は
控
室
と
見
ら
れ
る
。

な
お
、
注
意
す
べ
き
は
、
そ
の
「
奥
」
の
中
心
部
分
で
あ
る
。「
御
医
師
衆
」（
⑧
）・

「
女
中
詰
所
」（
⑨
）を
は
じ
め
、
部
屋
の
名
称
・
構
造
と
も
に
、
家
継
時
代
の
御
殿
図（
五

七
号
所
収
論
文
の
図
3
）と
ほ
ぼ
同
内
容
で
あ
り
、
そ
の
状
況
を
踏
襲
し
て
い
る
。
し
た

が
っ
て
、
こ
の
部
分
は
享
保
中
期
の
状
況
を
反
映
し
て
い
な
い
可
能
性
が
高
い
。

す
る
と
、
別
に
享
保
中
期
の
状
況
を
示
す
御
殿
図
が
必
要
と
な
る
。
管
見
の
限
り
、

こ
の
時
期
の
御
殿
図
は
二
点
見
ら
れ
る
。
そ
の
う
ち
の
一
点
が
、
図
2
の
「
江
戸
城
奥

向
絵
図
」（
静
嘉
堂
文
庫
蔵
、
七
七
―

七
四
）で
あ
る
。
本
稿
で
は
、
こ
の
図
の
う
ち
、
将
軍

の
生
活
空
間
部
分
を
図
2
―

1
、
将
軍
側
近
役
の
詰
所
空
間
を
図
2
―

2
と
二
つ
に
分
け

て
掲
載
し
た
。
こ
の
図
面
で
時
期
が
特
定
で
き
る
箇
所
は
、
図
2
―

1
「
巨
勢
大
和
守
」

（
①
）と
あ
る
部
分
で
あ
る
。
巨
勢
大
和
守
利
啓
は
、
吉
宗
の
生
母
浄
円
院
の
弟
の
子
、

つ
ま
り
吉
宗
の
従
兄
弟
に
あ
た
る
人
物
で
あ
る
。
利
啓
は
、
享
保
四
年
六
月
に
父
由
利

の
家
督
を
継
い
で
五
〇
〇
〇
石
を
知
行
し
て
奥
詰
と
な
り
、
同
六
年
閏
七
月
に
従
五
位

下
大
和
守
に
叙
任
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
吉
宗
が
隠
居
し
た
延
享
二
年（
一
七
四
五
）九
月
、

吉
宗
に
従
っ
て
西
丸
に
移
り
、
翌
一
〇
月
西
丸
側
衆
と
な
っ
た
。
し
た
が
っ
て
こ
の
図

は
、
図
2
―

１
「
御
座
之
間
」（
②
）の
右
側
に
、「
御
休
息
」（
③
）と
「
御
小
座
鋪
」（
④
）が

記
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
将
軍
の
休
息
所
が
復
活
し
た
享
保
一
二
年
六
月
よ
り
延

享
二
年
九
月
ま
で
の
間
の
図
面
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

ま
ず
、
図
1
の
「
御
本
丸
表
向
絵
図
」
と
比
較
し
て
み
よ
う
。
⑤
の
「
御
小
性
詰

所
」
は
、
図
2
―

1
「
江
戸
城
奥
向
絵
図
」
で
は
空
欄
と
な
り
、
⑥
の
「
御
小
納
戸
詰

所
」
は
「
御
囲
炉
裏
之
間
」
に
変
わ
っ
て
い
る
。
⑦
の
「
御
小
性
衆
部
屋
」
二
部
屋
は

同
じ
場
所
に
み
ら
れ
る
。
と
く
に
注
意
す
べ
き
は
、
⑧
の
「
御
医
師
衆
」
と
⑨
の
「
女

中
詰
所
」
で
あ
る
。
図
2
―

1
で
は
、「
御
弓
部
屋
」（
⑧
）と
「
御
物
置
」（
⑨
）に
変
わ
り
、

家
継
時
代
に
設
け
ら
れ
た
「
女
中
詰
所
」
は
、
吉
宗
時
代
に
消
滅
し
た
こ
と
を
確
認
で

き
る
。
ま
た
、
⑩
の
「
御
膳
立
」
は
「
笹
之
間
」
に
、
⑪
の
「
新
御
小
納
戸
」
は
「
御

書
物
部
屋
」
に
変
わ
っ
て
い
る
。
後
者
は
吉
宗
専
用
の
書
庫
で
あ
る
。

つ
ぎ
に
、
図
2
―

2
に
よ
り
、
将
軍
側
近
役
と
奥
向
衆
下
部
屋
の
状
況
を
見
よ
う
。

吉
宗
は
、
家
継
時
代
の
側
用
人
を
一
旦
廃
止
し
、
旗
本
役
の
側
衆
の
中
に
御
用
取
次
を

新
設
し
て
、
腹
心
の
有
馬
氏
倫
と
加
納
久
通
を
任
命
し
た
。
こ
れ
を
契
機
に
、
一
般
の

側
衆
は
平
御
側
も
し
く
は
平
側
衆
と
称
し
た
。
⑫
・
⑬
は
と
も
に
「
御
側
衆
部
屋
」
と

記
さ
れ
る
が
、
⑫
が
平
御
側
、
⑬
が
御
用
取
次
の
部
屋
と
思
わ
れ
る
。
⑬
は
、
家
継
時

代
に
は
側
用
人
の
部
屋
で
あ
っ
た
が
、
こ
れ
を
廃
止
し
、
代
わ
り
に
設
け
た
御
用
取
次

の
詰
所
に
替
え
た
わ
け
で
あ
る
。
そ
の
左
側
に
、「
御
小
納
戸
衆
部
屋
」（
⑭
）が
二
部
屋

見
え
る
。
廊
下
を
挟
ん
で
向
か
い
に
、
す
で
に
指
摘
し
た
「
御
小
性
衆
部
屋
」（
⑦
）が

設
け
ら
れ
て
い
る
の
で
、
こ
の
辺
り
に
将
軍
側
近
役
の
部
屋
が
集
中
し
て
い
た
こ
と
に

な
る
。

（
3
）

（
4
）

（
5
）

（
6
）
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三

奥
向
衆
下
部
屋
に
は
、「
御
医
師
衆
」（
⑮
）・「
御
用
部
屋
坊
主
」（
⑯
）・「
河
合
久
円
」

（
⑰
）・「
奥
坊
主
」（
⑱
）な
ど
の
部
屋
が
設
け
ら
れ
て
い
た
。「
御
医
師
衆
」
は
、
将
軍

の
侍
医
で
あ
る
奥
医
師
の
詰
所
と
思
わ
れ
る
。「
御
用
部
屋
坊
主
」
は
、
老
中
・
若
年

寄
の
執
務
室
で
あ
る
「
御
用
部
屋
」（
⑲
）付
き
の
坊
主
で
あ
る
。「
河
合
久
円
」
は
同
朋

格
奥
詰
で
、
坊
主
の
一
人
で
あ
る
が
、
吉
宗
の
特
別
の
命
を
受
け
て
隠
密
を
務
め
て
い

た
と
い
う
。
個
室
を
与
え
ら
れ
た
の
も
、
そ
の
役
目
の
た
め
と
思
わ
れ
る
。「
奥
坊
主
」

は
、「
奥
」
で
雑
役
を
務
め
た
坊
主
の
こ
と
で
あ
る
。

吉
宗
中
期
の
状
況
を
示
す
も
う
一
点
の
御
殿
図
は
、
図
3
の
「
東
武
御
本
丸
絵
図
」

（
徳
川
林
政
史
研
究
所
蔵
、
旧
蓬
左
図
物
甲
四
三
五
、
口
絵
1
参
照
）で
あ
る
。
た
だ
し
、
こ

の
図
の
「
表
」
部
分
は
、「
御
小
納
戸
口
」
に
あ
る
老
中（
酒
井
雅
楽
頭
・
堀
田
相
模
守
・

本
田
〔
多
〕
伯
耆
守
・
松
平
右
近
将
監
）、
西
丸
老
中（
西
尾
隠
岐
守
）、
若
年
寄（
本
多
伊
与

〔
予
〕
守
・
水
野
壱
岐
守
・
板
倉
佐
渡
守
）、
西
丸
若
年
寄（
堀
式
部
少
輔
・
加
納
遠
江
守
・
堀

田
加
賀
守
・
戸
田
淡
路
守
）の
下
部
屋
に
記
さ
れ
た
人
名
の
在
職
期
間
か
ら
、
延
享
四
年

（
一
七
四
七
）九
月
よ
り
寛
延
元
年（
一
七
四
八
）八
～
一
〇
月
ま
で
、
つ
ま
り
家
重
時
代
初

期
の
御
殿
図
と
推
定
さ
れ
る
。
し
か
し
「
奥
」
空
間
に
つ
い
て
は
、
後
述
す
る
ご
と

く
、
吉
宗
時
代
中
期
の
状
況
を
示
す
。

で
は
、
図
2
の
「
江
戸
城
奥
向
絵
図
」
と
比
較
し
て
み
よ
う
。
詳
し
い
説
明
は
省
略

す
る
が
、
御
座
之
間
・
御
休
息
・
御
小
座
敷
な
ど
の
将
軍
の
生
活
空
間
、「
奥
」
の
中

心
部
、
奥
向
衆
下
部
屋
な
ど
、
そ
の
構
造
・
部
屋
名
と
も
、
ほ
ぼ
同
内
容
で
あ
る
。
異

な
っ
て
い
る
の
は
、
図
2
―

1
の
①
「
巨
勢
大
和
守
」
が
図
3
で
は
「
巨
瀬（
勢
）縫

殿
・
有
馬
六
左
衛
門
」
と
あ
る
こ
と
、
図
2
―

2
で
は
空
欄
で
あ
っ
た
部
屋
に
図
3
で

は
「
渋
谷
隠
岐
守
」（
②
）と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

巨
勢
縫
殿
頭
至
信
は
、
図
2
―

1
に
見
え
る
巨
勢
大
和
守
同
様
、
将
軍
吉
宗
の
生
母

浄
円
院
の
弟
の
子
で
、
吉
宗
の
従
兄
弟
に
あ
た
る
人
物
で
あ
り
、
将
軍
側
近
役
の
小
納

戸
を
務
め
て
い
た
。
知
行
は
二
〇
〇
〇
石（
の
ち
五
〇
〇
〇
石
）で
あ
る
。
有
馬
六
左
衛

門
氏
久
は
、
御
用
取
次
・
有
馬
氏
倫
の
跡
継
ぎ
で
、
世
子
の
ま
ま
小
納
戸
を
務
め
て
い

た
。
禄
は
三
〇
〇
俵
で
あ
る
。
小
納
戸
は
、
人
員
も
四
〇
人
前
後
と
多
く
、
部
屋
も
図

3
に
見
え
る
ご
と
く
大
部
屋
で
あ
る
が
、
巨
勢
・
有
馬
両
名
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
出
自
を

考
慮
さ
れ
て
個
室
を
与
え
ら
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
渋
谷
隠
岐
守
良
信
は
、「
表
」

勤
務
の
小
性
組
番
頭
の
一
人
で
、
知
行
は
三
〇
〇
〇
石
で
あ
る
。
し
か
し
彼
は
、「
近

侍
」＝
将
軍
側
近
も
兼
帯
し
て
い
た
の
で
、「
奥
」
に
部
屋
を
与
え
ら
れ
た
も
の
と
考
え

ら
れ
る
。
た
だ
し
、
側
近
と
し
て
の
具
体
的
な
役
割
は
今
後
の
課
題
で
あ
る
。
以
上
の

三
人
の
官
職
名
や
通
称
か
ら
鑑
み
る
と
、
図
3
は
享
保
一
五
年（
一
七
三
〇
）～
一
六
年

頃
の
状
況
を
示
す
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。

な
お
、
図
2
―

1
の
①
巨
勢
大
和
守
の
部
屋
が
、
な
ぜ
巨
勢
縫
殿
頭
・
有
馬
六
左
衛

門
の
部
屋
に
変
わ
っ
た
の
か
、
そ
の
時
期
は
何
時
な
の
か
、
巨
勢
大
和
守
は
ど
こ
に

移
っ
た
の
か
、
な
ど
不
明
な
点
は
多
い
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
今
後
の
課
題
に
す
る
他

な
い
。

図
4
の
「
江
戸
城
本
丸
絵
図
」（
東
京
都
立
中
央
図
書
館
特
別
文
庫
室
蔵
、
六
一
七
二
―

七

九
）は
、
家
重
政
権
成
立
直
後
の
御
殿
図
と
見
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、「
表
」
の
老
中
口

（
納
戸
口
、
①
）に
あ
る
老
中
な
ど
の
下
部
屋
に
記
さ
れ
た
人
名（
老
中
〔
松
平
右
京
大
夫
・

本
多
中
務
大
輔
・
酒
井
雅
楽
頭
・
松
平
能
登
守
〕、
西
丸
老
中
〔
西
尾
隠
岐
守
〕、
若
年
寄
〔
本
多

伊
予
守
・
水
野
壱
岐
守
・
板
倉
佐
渡
守
〕、
西
丸
若
年
寄
〔
堀
式
部
少
輔
・
加
納
遠
江
守
・
戸
田

淡
路
守
〕、
大
納
言
〔
家
治
〕
付
き
若
年
寄
〔
堀
田
加
賀
守
〕）か
ら
、
延
享
二
年（
一
七
四
五
）

九
月
よ
り
一
二
月
頃
の
御
殿
図
と
な
る
。
し
か
し
「
奥
」
空
間
に
つ
い
て
は
、
②
・
③

の
空
欄
を
除
き
、
図
1
の
「
御
本
丸
表
向
絵
図
」
の
「
奥
」
と
ほ
ぼ
同
じ
内
容
で
あ

る
。
し
た
が
っ
て
こ
の
絵
図
も
、「
奥
」
の
中
心
部
分
は
、
当
時
の
状
況
を
反
映
し
て

い
な
い
可
能
性
が
高
い
の
で
、
注
意
が
必
要
で
あ
る
。

（
7
）

（
8
）

（
9
）



江
戸
城
本
丸
御
殿
の
「
奥
」
空
間
再
論

四

二
　
一
〇
代
将
軍
家
治
期
の
「
奥
」
空
間

家
治
期
の
「
奥
」
空
間
に
つ
い
て
は
、
図
5
の
「
柳
営
略
図
」（
徳
川
林
政
史
研
究
所

蔵
、
続
林
絵
図
二
〇
一
〇
、
口
絵
2
参
照
）に
よ
り
考
察
し
た
い
。
こ
の
絵
図
に
は
袋
が
つ

い
て
お
り
、
そ
こ
に
は
、「
宝
暦
甲
申
之
春　

武
陵
散
人
謹
写
、
寛
政
戊
午
之
秋　

拾

翠
楼
写
蔵
」
と
の
記
載
が
見
ら
れ
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
宝
暦
一
四
年（
明
和
元
年
、
一
七

六
四
）の
春
に
「
武
陵
散
人
」
が
写
し
、
そ
れ
を
寛
政
一
〇
年（
一
七
九
八
）の
秋
に
「
拾

翠
楼
」
が
写
し
た
う
え
所
蔵
し
て
い
た
図
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
武
陵
散
人
・
拾
翠

楼
と
も
、
管
見
の
限
り
、
い
か
な
る
人
物
な
の
か
不
明
で
あ
る
。
武
陵
散
人
が
写
し
た

の
が
宝
暦
一
四
年
と
す
る
と
、
こ
の
絵
図
は
そ
れ
以
前
の
図
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
し

か
し
、「
表
」
の
納
戸
口
に
あ
る
老
中
・
若
年
寄
な
ど
の
下
部
屋
に
記
さ
れ
た
人
名
か
ら
、

も
う
少
し
後
の
状
況
を
示
す
図
で
あ
る
こ
と
が
判
明
す
る
。

「
奥
」
空
間
に
つ
い
て
考
察
す
る
前
に
、
ま
ず
い
つ
の
時
期
の
御
殿
図
か
明
ら
か
に

し
た
い
。
図
6
は
下
部
屋
付
近
の
拡
大
図
で
あ
る
。
納
戸
口
に
は
、
門
を
入
っ
て
右
に

老
中
、
左
に
西
丸
老
中
・
側
用
人
・
若
年
寄
・
西
丸
若
年
寄
・
側
衆
の
下
部
屋
が
設
け

ら
れ
て
い
た
。
側
衆
に
つ
い
て
は
、
人
名
の
記
載
が
な
い
。
官
職
名
に
よ
る
と
、
老
中

は
松
平
右
近
将
監
武
元
・
松
平
右
京
大
夫
輝
高
・
松
平
周
防
守
康
福
・
阿
部
伊
予
守
正

右
、
西
丸（
家
基
付
き
）老
中
は
秋
元
但
馬
守
凉
朝
、
側
用
人
は
板
倉
佐
渡
守
勝
清
、
若

年
寄
は
小
出
信
濃
守
英
持
・
松
平
摂
津
守
忠
恒
・
水
野
壱
岐
守
忠
見
・
酒
井
石
見
守
忠

休
、
西
丸
若
年
寄
は
鳥
居
伊
賀
守
忠
意
・
酒
井
飛
驒
守
忠
香
で
あ
る
。
役
職
ご
と
に
、

奥
の
方
か
ら
先
任
順
に
個
室
を
与
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
在
職
期
間
か
ら
見
る

と
、
こ
の
御
殿
図
は
明
和
二
年
一
二
月
か
ら
同
四
年
六
月
頃
の
御
殿
図
と
い
う
こ
と
に

な
る
。

つ
ぎ
に
、
側
衆
の
下
部
屋
に
つ
い
て
み
よ
う
。
先
述
の
通
り
側
衆
に
は
、
御
用
取
次

と
平
御
側
の
二
種
類
が
あ
る
。
門
の
左
右
に
見
え
る
①
②
③
の
部
屋
が
平
御
側
、
門
を

入
っ
た
所
に
あ
る
④
と
⑤
が
御
用
取
次
の
部
屋
と
思
わ
れ
る
。
①
に
は
、「
稲
葉
・
小

笠
原
・
金
田
」
と
記
さ
れ
る
。
彼
ら
は
、
平
御
側
の
稲
葉
越
中
守
正
明
・
小
笠
原
若
狭

守
信
喜
・
金
田
遠
江
守
正
甫
の
三
名
で
あ
る
。
明
和
三
年
の
「
明
和
武
鑑
」
に
よ
る

と
、
以
上
の
三
名
の
他
に
、
松
平
肥
前
守
忠
根
・
朽
木
大
隅
守
紀
綱
・
大
久
保
下
野
守

忠
恕
の
三
名
が
平
御
側
に
在
職
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
隣
室
の
②
が
彼
ら
の
下
部

屋
と
推
測
さ
れ
る
。
ま
た
③
に
は
、「
水
上
・
大
久
保
・
佐
野
」
と
記
さ
れ
る
。
こ
れ

は
、
同
じ
「
明
和
武
鑑
」
に
よ
る
と
、
西
丸（
家
基
）付
き
の
側
衆
、
水
上
美
濃
守
興

正
・
大
久
保
対
馬
守
教
明
・
佐
野
右
兵
衛
尉
茂
承
で
あ
る
。

一
方
『
柳
営
補
任
』
に
よ
る
と
、
明
和
三
年
当
時
の
御
用
取
次
は
、
田
沼
主
殿
頭
意

次
・
松
平
因
幡
守
康
郷
・
水
野
豊
後
守
忠
友
の
三
名
で
あ
り
、
田
沼
は
寛
延
四
年（
宝

暦
元
年
、
一
七
五
一
）、
松
平
と
水
野
は
宝
暦
一
〇
年
の
就
任
で
あ
る
。
下
部
屋
は
奥
の

方
か
ら
先
任
順
に
与
え
ら
れ
る
と
い
う
原
則
か
ら
す
る
と
、
記
載
は
な
い
も
の
の
、
④

が
田
沼
、
⑤
が
松
平
・
水
野
の
下
部
屋
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

側
衆
一
二
名
の
在
職
期
間
か
ら
見
る
と
、
図
5
は
明
和
二
年
一
一
月
か
ら
同
三
年
五

月
頃
の
御
殿
図
と
な
る
。
先
述
の
老
中
・
若
年
寄
の
在
職
期
間
と
合
わ
せ
、
お
お
む
ね

明
和
三
年（
一
七
六
六
）前
半
の
状
況
を
示
す
御
殿
図
と
考
え
て
お
き
た
い
。

な
お
、
下
部
屋
の
近
く
に
「
三
奉
行
談
部
屋
」（
⑥
）が
設
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
注

目
さ
れ
る
。
管
見
の
限
り
、
こ
う
し
た
部
屋
が
見
え
る
御
殿
図
は
他
に
は
見
あ
た
ら
な

い
。
こ
れ
は
全
く
推
測
の
域
を
出
な
い
が
、
こ
の
部
屋
は
、
御
用
取
次
の
田
沼
意
次
が

三
奉
行
と
談
合
す
る
部
屋
で
は
な
か
ろ
う
か
。
田
沼
は
、
宝
暦
八
年（
一
七
五
八
）九
月

か
ら
老
中
格
に
就
任
す
る
明
和
六
年（
一
七
六
九
）八
月
ま
で
の
一
一
年
間
、
将
軍
側
近

役
人（
御
用
取
次
・
側
用
人
）で
あ
り
な
が
ら
、「
評
定
所
一
座
並
」
の
資
格
を
与
え
ら
れ

（
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江
戸
城
本
丸
御
殿
の
「
奥
」
空
間
再
論

五

て
評
定
所
に
出
席
し
て
い
た
。
当
初
は
評
定
所
に
出
向
い
て
寺
社
・
町
・
勘
定
の
三
奉

行
と
協
議
し
て
い
た
が
、
田
沼
は
将
軍
側
近
と
し
て
の
実
務
が
多
忙
と
な
り
、
御
殿
の

下
部
屋
近
く
に
、
か
か
る
協
議
場
所
を
設
け
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。
勿
論
、
こ
の

こ
と
は
今
後
の
検
証
が
必
要
で
あ
る
。

で
は
、
明
和
三
年
前
半
の
状
況
を
示
す
「
柳
営
略
図
」
に
よ
り
、
家
治
期
の
「
奥
」

空
間
に
つ
い
て
見
よ
う
。
た
だ
し
、
こ
の
図
は
「
略
図
」
で
あ
る
の
で
、「
奥
」
の
全

体
が
記
載
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
と
く
に
、
将
軍
の
生
活
空
間
は
削
除
さ
れ
て

い
る
が
、
管
見
の
限
り
、
他
に
家
治
期
の
御
殿
図
が
見
あ
た
ら
な
い
た
め
、
吉
宗
期
の

図
と
比
較
し
な
が
ら
そ
の
後
の
変
化
を
見
て
み
よ
う
。

図
7
が
吉
宗
時
代
、
図
8
が
家
治
時
代
の
図
で
あ
る
。
両
図
を
比
較
し
て
ま
ず
目
に

つ
く
点
は
、
①
の
平
御
側
の
部
屋
は
以
前
の
ま
ま
で
あ
る
が
、
②
の
御
用
取
次
の
部
屋

は
側
用
人
の
部
屋
に
、
③
の
「
御
書
物
部
屋
」
は
「
御
取
次
御
側
衆
」、
つ
ま
り
御
用

取
次
の
部
屋
に
改
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
つ
ぎ
の
「
有
徳
院
殿

御
実
紀
付
録
巻
十
」
の
記
事
と
符
合
す
る
。

奥
の
書
房
に
も
群
臣
編
集
の
書
を
あ
つ
め
て
、
御
勘
考
の
用
に
そ
な
へ
た
ま
ふ
、

（
中
略
）宝
暦
の
頃
よ
り
此
こ
と
廃
せ
ら
れ
て
、
今
は
御
側
申
次（
御
用
取
次
）の
衆

伺
公
し
て
、
会
議
す
る
所
と
な
れ
り

す
な
わ
ち
、
吉
宗
の
と
き
に
設
け
た
「
書
房
」＝
書
物
部
屋
は
、
宝
暦
の
頃
に
廃
止

さ
れ
、
御
用
取
次
の
部
屋
に
な
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。「
宝
暦
の
頃
」
廃
止
さ
れ
た
と

の
文
言
か
ら
、
大
岡
忠
光
が
側
用
人
に
任
命
さ
れ
た
宝
暦
六
年
頃
、
御
用
取
次
の
部
屋

が
大
岡
の
詰
所
と
な
り
、
同
職
の
部
屋
は
書
物
部
屋
を
廃
止
し
て
設
置
さ
れ
た
も
の
と

推
測
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
図
8
の
明
和
三
年
前
半
期
の
図
で
は
、
②
が
側
用
人
の

板
倉
勝
清
、
③
が
御
用
取
次
の
田
沼
意
次
・
松
平
康
郷
・
水
野
忠
友
の
執
務
室
と
い
う

こ
と
に
な
る
。

な
お
、
明
和
三
年
当
時
は
、
い
わ
ゆ
る
田
沼
時
代
に
あ
た
り
、
御
用
取
次
の
田
沼
意

次
が
権
勢
を
ふ
る
っ
て
い
た
。
た
だ
し
、
職
制
上
か
ら
見
れ
ば
、
当
時
の
将
軍
側
近
役

の
第
一
人
者
は
側
用
人
の
板
倉
勝
清
で
あ
る
。
し
か
し
、『
よ
し
の
冊
子
』
下
巻
に
、

「
御
側
御
用
人
と
申
候
て
も（
中
略
）板
倉
佐
渡
殿
の
形
ニ
て
、
只
坊
主
を
呼
で
時
計
の

時
を
聞
せ
る
計
で
あ
ら
ふ
」
と
記
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
当
時
彼
に
は
将
軍
側
近
役
と

し
て
の
実
務
権
限
は
ほ
と
ん
ど
な
い
も
の
と
見
ら
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

つ
い
で
、
将
軍
の
身
の
回
り
の
世
話
を
す
る
小
納
戸
・
小
性
な
ど
の
部
屋
を
み
よ

う
。
④
の
小
納
戸
、
⑤
の
小
性
の
部
屋
と
も
、
ほ
ぼ
同
じ
場
所
に
見
ら
れ
る
。
異
な
っ

て
い
る
の
は
、
小
性
の
部
屋
が
二
部
屋
か
ら
一
部
屋
と
な
り
、「
頭
取
」（
⑦
）の
部
屋
が

設
け
ら
れ
た
こ
と
、
小
納
戸
に
も
「
頭
取
」（
⑥
）の
部
屋
が
設
け
ら
れ
た
こ
と
で
あ
る
。

明
和
三
年
の
「
明
和
武
鑑
」
に
よ
る
と
、
小
性（「
扈
従
」）頭
取
は
菅
沼
上
総
介（
政

勝
）・
大
岡
主
水
正（
忠
近
）・
天
野
阿
波
守（
忠
邦
）・
三
宅
采
女
正（
康
倶
）・
横
田
筑
後

守（
準
松
）の
五
名
、
小
性
は
一
五
名
、
小
納
戸
頭
取
は
松
下
隠
岐
守（
昭
永
）・
曽
我
丹

後
守（
助
柴
）・
伊
藤
志
摩
守（
忠
勧
）・
白
須
甲
斐
守（
政
賢
）の
四
名
、
小
納
戸
は
五
三
名

で
あ
る
。
彼
ら
は
交
替
で
そ
れ
ぞ
れ
の
部
屋
に
詰
め
、
将
軍
の
御
休
息
之
間
や
御
小
座

敷
に
出
仕
し
て
奉
公
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

つ
ぎ
に
、
奥
向
衆
下
部
屋
の
変
化
に
つ
い
て
見
よ
う
。
⑧
は
、
奥
医
師
の
部
屋
で
同

じ
で
あ
る
。
⑨
は
、
図
7
で
は
御
用
部
屋
坊
主
の
部
屋
で
あ
っ
た
が
、
図
8
で
は
文
字

が
潰
れ
て
不
明
で
あ
る
。
⑩
は
、
同
朋
格
奥
詰
の
河
合
久
円
の
部
屋
で
あ
っ
た
が
、
図

8
で
は
「
ヤ
フ
田
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
御
休
息
御
庭
之
者
支
配
の
薮
田
助

次
郎
為
佳
の
部
屋
と
思
わ
れ
る
。
薮
田
家
は
、
助
次
郎
の
祖
父
助
八
長
矩
が
享
保
元
年

に
将
軍
吉
宗
か
ら
奥
向
庭
役
に
取
り
立
て
ら
れ
、
同
八
年
御
庭
御
掃
除
者
支
配（
の
ち

の
御
休
息
御
庭
之
者
支
配
）に
任
命
さ
れ
て
以
来
、
三
代
に
わ
た
り
同
職
を
務
め
る
家
柄

で
あ
る
。
⑪
は
、
図
7
で
は
「
口
ノ
世
話
役
」
の
部
屋
で
あ
っ
た
が
、
図
8
で
は
「
肝
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江
戸
城
本
丸
御
殿
の
「
奥
」
空
間
再
論

六

煎
・
口
奥
」
と
あ
る
。「
口
奥
」
は
時
計
之
間
坊
主
の
こ
と
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て

「
肝
煎
」
は
、
御
用
取
次
の
秘
書
役
を
務
め
る
時
計
之
間
肝
煎
坊
主
の
こ
と
と
考
え
ら

れ
る
。
⑫
の
「
御
小
道
具
方（
役
）」
と
⑬
の
奥
坊
主
部
屋
は
両
図
と
も
同
じ
で
あ
る
。

⑭
は
、
図
7
で
は
「
小
細
工
方
」、
図
8
で
は
「
御
手
大
工
」
と
見
え
る
。
⑮
は
、
六

（
陸
）尺
部
屋
で
同
じ
で
あ
る
。

な
お
、
明
和
二
年
八
月
に
、
幕
府
は
将
軍
の
休
息
所
の
修
理
を
行
っ
て
い
る
。
こ
の

修
理
が
、
将
軍
の
休
息
所
以
外
に
も
及
ん
だ
の
か
、
詳
細
は
明
ら
か
で
な
い
た
め
、
翌

三
年
前
半
期
の
状
況
を
示
す
図
8
に
ど
の
程
度
反
映
さ
れ
て
い
る
の
か
は
不
明
で
あ

る
。

三
　
一
二
代
将
軍
家
慶
期
の
当
初
計
画
に
見
る
「
奥
」
空
間

本
丸
御
殿
は
、
天
保
一
五
年（
弘
化
元
年
、
一
八
四
四
）五
月
一
〇
日
に
発
生
し
た
火
災

に
よ
り
焼
失
し
た
た
め
、
幕
府
は
早
速
造
営
に
着
手
し
、
将
軍
家
慶
は
翌
弘
化
二
年
二

月
二
八
日
、
新
築
な
っ
た
本
丸
御
殿
に
移
徙
し
た
。
図
9
は
、
老
中
土
井
大
炊
頭
利
位

を
惣
奉
行
と
す
る
、
当
初
に
計
画
さ
れ
た
「
江
戸
城
御
本
丸
御
表
御
中
奥
御
殿
向
惣
絵

図
」（
東
京
都
立
中
央
図
書
館
特
別
文
庫
室
蔵
、
六
一
六
―

一
〇
）で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
将
軍

の
生
活
空
間
と
側
近
の
詰
所
空
間
に
分
け
て
、
吉
宗
・
家
治
時
代
か
ら
の
変
化
を
見
よ

う
。家

治
期
の
「
柳
営
略
図
」
に
は
将
軍
の
生
活
空
間
は
記
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
同
空

間
に
つ
い
て
は
、
吉
宗
期
の
御
殿
図
と
比
較
し
て
み
よ
う
。
図
10
は
吉
宗
期
、
図
11
は

家
慶
期
の
将
軍
の
生
活
空
間
を
示
す
。
①
の
御
座
之
間
・
②
の
御
休
息
・
③
の
御
小
座

敷
・
④
の
能
舞
台
・
⑤
の
囲
炉
裏
之
間
・
⑥
の
御
湯
殿
・
⑦
の
御
小
納
戸
な
ど
、
位
置

関
係
を
含
め
基
本
構
造
は
両
図
と
も
同
じ
で
あ
る
。
し
か
し
、
異
な
っ
て
い
る
部
分
も

あ
る
。
ま
ず
、
御
小
座
敷
の
下
に
あ
っ
た
将
軍
専
用
の
便
所（
⑧
）は
、
御
休
息
之
間
の

左
の
「
萩
之
御
廊
下
」
の
上
に
移
さ
れ
た
。
能
舞
台
の
左
に
設
け
て
あ
っ
た
「
御
弓
部

屋
」（
⑨
）は
、
能
舞
台
の
下
に
移
さ
れ
た
。
ま
た
、
図
10
で
は
記
載
の
な
い
腰
物（
刀
剣
）

部
屋（
御
弓
部
屋
の
右
隣
に
あ
っ
た
可
能
性
も
あ
る
）も
そ
の
右
隣
に
見
え
る
。
御
座
之
間
の

左
に
見
え
る
「
笹
之
間
」（
⑩
）は
、「
御
膳
建
」
に
変
わ
っ
て
い
る
。

新
し
く
設
け
ら
れ
た
部
屋
も
あ
る
。
御
小
座
敷
下
の
中
庭
に
設
置
さ
れ
た
「
拾
畳
之

間
」
と
「
八
畳
之
間
」（
⑪
）で
あ
る
。
そ
の
下
に
は
、
将
軍
が
乗
る
駕
籠
を
置
い
て
お

く
「
オ
カ
コ
タ
イ（
御
駕
籠
台
）」（
⑫
）が
見
え
る
。
さ
ら
に
注
意
す
べ
き
は
、
能
舞
台
の

下
に
設
け
ら
れ
た
「
御
鈴
廊
下
」（
⑬
）で
あ
る
。
こ
の
「
下
御
鈴
廊
下
」
は
、
小
粥
祐

子
氏
に
よ
る
と
、
享
保
一
七
年（
一
七
三
二
）に
吉
宗
が
四
男
の
小
五
郎（
当
時
一
二
歳
）を

「
奥
」
に
居
住
さ
せ
る
た
め
、「
表
住
居
」
＝
「
新
御
座
敷
」
を
作
っ
た
際
に
新
設
し
た

も
の
と
い
う
。
し
か
し
、
享
保
期
と
推
定
さ
れ
る
御
殿
図（
図
10
）に
は
「
御
新
座
敷
」

（
⑭
）は
見
え
る
も
の
の
、
下
御
鈴
廊
下
は
記
載
さ
れ
て
い
な
い
。

つ
ぎ
に
、
将
軍
側
近
役
の
詰
所
空
間
の
変
化
を
見
よ
う
。
図
12
は
家
治
期
、
図
13
は

家
慶
期
の
状
況
を
示
す
。
①
の
平
御
側
・
②
の
側
用
人
の
部
屋
と
も
、
同
じ
場
所
に
設

け
ら
れ
て
い
る
。
注
目
す
べ
き
は
、
家
慶
期
の
図
13
に
は
、
側
用
人
部
屋（
②
）の
右
側

に
「
御
勘
定
所
」（
③
）が
設
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
通
常
、
幕
府
の
財
政
を
司

る
上
勘
定
所
は
、「
表
」
の
納
戸
口
を
入
っ
た
右
側
に
設
け
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
図
の

よ
う
に
、「
奥
」
空
間
に
も
勘
定
所
が
記
載
さ
れ
る
御
殿
図
は
、
管
見
の
限
り
他
に
は

見
あ
た
ら
な
い
。

で
は
、
な
ぜ
弘
化
期
に
「
奥
」
に
勘
定
所
が
設
置
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ

は
、
側
用
人
の
堀
大
和
守
親
寚
が
、
老
中
の
阿
部
伊
勢
守
正
弘
と
と
も
に
、
月
番
で
勝

手
掛
を
務
め
て
い
た
た
め
と
思
わ
れ
る
。
堀
は
天
保
一
二
年
七
月
一
日
に
側
用
人
に
就

任
し
、
弘
化
元
年
七
月
二
二
日
勝
手
掛
に
任
命
さ
れ
、
翌
二
年
四
月
八
日
同
掛
を
免
ぜ
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江
戸
城
本
丸
御
殿
の
「
奥
」
空
間
再
論

七

ら
れ
、
四
月
二
九
日
に
側
用
人
を
退
任
し
た
。
こ
の
よ
う
に
、「
奥
」
役
人
の
側
用
人
が

勝
手
掛
を
兼
ね
る
人
事
は
、
そ
れ
ま
で
に
、
天
明
元
年（
一
七
八
一
）九
月
か
ら
同
五
年

正
月
ま
で
在
任
の
水
野
出
羽
守
忠
友
、
寛
政
二
年（
一
七
九
〇
）四
月
か
ら
同
五
年
一
〇

月
ま
で
在
任
の
本
多
弾
正
大
弼
忠
壽
、
文
政
元
年（
一
八
一
八
）二
月
か
ら
同
年
八
月
ま

で
在
任
の
水
野
出
羽
守
忠
成
の
三
名
が
見
ら
れ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
期
間
に
、

「
奥
」
空
間
に
勘
定
所
が
設
け
ら
れ
て
い
た
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
、
同
時
期
の
御
殿

図
が
見
あ
た
ら
な
い
た
め
不
明
で
あ
る
。

④
の
御
用
取
次
の
部
屋
は
、
図
13
で
は
「
御
側
衆
御
談
ヘ
ヤ
」
へ
と
変
わ
っ
て
い

る
。
こ
れ
に
よ
り
、
御
用
取
次
の
執
務
室
は
、
御
側
衆
御
談だ

ん
じ

部
屋
と
称
さ
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
弘
化
二
年
二
月
当
時
の
御
用
取
次
は
、
松
平
筑
後
守
正

名
・
本
郷
丹
後
守
泰
固
・
岡
野
出
羽
守
知
英
の
三
名
で
あ
る
。
⑤
の
小
納
戸
二
部
屋

は
、
図
13
で
も
同
じ
場
所
に
み
ら
れ
る
。
た
だ
し
⑥
の
小
性
や
小
性
頭
取
・
小
納
戸
頭

取
の
部
屋
は
、
図
13
で
は
同
じ
場
所
に
み
ら
れ
な
い
。
こ
れ
は
、
二
階
に
設
け
ら
れ
た

た
め
と
思
わ
れ
る
。
弘
化
二
年
の
「
弘
化
武
鑑
」
に
よ
る
と
、
小
性
は
頭
取
三
名
を
含

め
二
八
名
、
小
納
戸
は
頭
取
四
名
を
含
め
一
一
五
名
で
あ
る
。

つ
い
で
、
奥
向
衆
下
部
屋
の
変
化
を
見
よ
う
。
⑦
の
奥
医
師
の
部
屋
は
、
図
13
に
は

見
あ
た
ら
な
い
。
同
役
の
部
屋
は
、
小
性
と
同
じ
く
二
階
に
設
け
ら
れ
た
も
の
と
考
え

ら
れ
る
。
⑧
は
「
ヤ
フ
田（
薮
田
）」
と
い
う
御
休
息
御
庭
之
者
支
配
を
務
め
る
個
人
名

で
あ
っ
た
が
、
図
13
で
は
「
庭
方
」
と
い
う
職
名
に
変
化
し
て
い
る
。
な
お
、
弘
化
二

年
の
「
弘
化
武
鑑
」
に
よ
る
と
、
当
時
の
御
休
息
御
庭
之
者
支
配
は
、
川
村
新
六
・
和

多
田
金
七
郎
の
両
名
で
あ
る
。
⑨
の
時
計
之
間
肝
煎
坊
主
の
部
屋
は
、
図
13
で
は
「
肝

煎
」
と
の
み
記
さ
れ
る
。
⑩
の
小
道
具
役
部
屋
は
同
じ
で
あ
る
。
⑪
の
奥
坊
主
の
部
屋

は
、「
奥
坊
主
頭
」
と
「
奥
坊
主
ヘ
ヤ
」
に
分
か
れ
た
。
⑫
の
御
手
大
工
は
、
御
手
水

方
・
物
書
役
に
変
わ
っ
た
。
⑬
の
陸（
六
）尺
頭
・
六
尺
部
屋
は
同
じ
で
あ
る
。

四
　
同
時
期
に
竣
工
さ
れ
た
「
奥
」
空
間

天
保
一
五
年
五
月
一
三
日
に
任
命
さ
れ
た
、
本
丸
普
請
惣
奉
行
の
土
井
大
炊
頭
利
位

は
病
に
よ
り
免
職
と
な
っ
た
た
め
、
六
月
一
三
日
に
老
中
阿
部
伊
勢
守
正
弘
が
そ
の
職

務
を
引
き
継
い
だ
。
ま
た
、
本
丸
普
請
御
用
掛
の
勘
定
奉
行
も
、
戸
川
播
磨
守
安
清
・

榊
原
主
計
頭
忠
義
両
名
か
ら
、
石
河
土
佐
守
政
平
・
松
平
河
内
守
近
直
に
変
わ
っ
た
。

こ
の
交
代
が
ど
の
程
度
影
響
を
与
え
た
の
か
、
あ
る
い
は
将
軍
の
意
向
に
よ
る
も
の

か
不
明
で
あ
る
が
、
土
井
利
位
担
当
の
当
初
計
画
か
ら
、
普
請
に
変
更
が
加
え
ら
れ

た
。
そ
の
変
更
後
の
御
殿
図
が
、「
大
棟
梁
甲
良
若
狭
扣
」
の
「
江
戸
御
本
丸
御
表
御

中
奥
御
殿
向
御
櫓
御
多
門
共
総
絵
図
」（
東
京
都
立
中
央
図
書
館
特
別
文
庫
室
蔵
、
六
一
六
―

一
四
）で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
御
殿
図
は
不
鮮
明
な
所
も
あ
る
の
で
、
ほ
ぼ
同
じ
内

容
で
さ
ら
に
詳
細
な
、「（
御
本
丸
中
奥
〔
奥
〕
絵
図
）」（
東
京
都
立
中
央
図
書
館
特
別
文
庫

室
蔵
、
六
一
六
三
―

二
二
）に
よ
っ
て
、
当
初
の
計
画
よ
り
ど
こ
が
変
わ
っ
た
の
か
、
見
て

み
よ
う
。
図
14
は
そ
の
全
体
図
で
あ
る
が
、
将
軍
の
生
活
空
間
と
側
近
の
詰
所
空
間
に

分
け
て
、
そ
の
変
化
を
見
よ
う
。

図
15
は
計
画
期（
普
請
惣
奉
行
・
土
井
利
位
）、
図
16
は
竣
工
期（
同
・
阿
部
正
弘
）の
将
軍

の
生
活
空
間
を
示
す
。
①
の
御
座
之
間
・
②
の
便
所
・
③
の
萩
之
廊
下
・
④
の
御
休

息
・
⑤
の
御
小
座
敷
・
⑥
の
御
駕
籠
台
・
⑦
の
御
湯
殿
・
⑧
の
能
舞
台
・
⑨
の
御
腰
物

部
屋
・
⑩
の
御
弓
部
屋
は
、
構
造
・
名
称
と
も
、
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
。
名
称
が
異
な
っ

て
い
る
の
は
、
⑪
と
⑫
で
あ
る
。
⑪
は
八
畳
之
間
・
拾
畳
之
間
が
鷹
之
間
・
二
ノ
間

に
、
⑫
は
上
御
納
戸
が
御
召
方
役
所
に
変
わ
っ
て
い
る
。
ま
た
、
図
16
は
図
15
に
比

べ
、
⑬
の
御
手
水
部
屋
や
⑭
の
「
奥
之
番
」
の
詰
所
が
よ
り
詳
細
に
わ
か
る
。
奥
之
番

は
小
納
戸
の
掛
り
の
一
つ
で
、「
奥
」
と
「
大
奥
」
の
境
で
あ
る
「
上
ノ
御
錠
口
」
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江
戸
城
本
丸
御
殿
の
「
奥
」
空
間
再
論

八

（
⑮
）・「
下
ノ
御
錠
口
」（
⑯
）の
管
理
を
行
っ
て
い
た
。

図
15
と
図
16
の
決
定
的
な
違
い
は
、
図
16
で
は
御
駕
籠
台
の
上
に
、「
楓
之
間
」

（
⑰
）・「
御
用
之
間
」（
⑱
）・「
双
飛
亭
」（
⑲
）が
増
築
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
ら

の
部
屋
に
つ
い
て
は
、
永
島
今
四
郎
・
太
田
贇
雄
『
千
代
田
城
大
奥
』
下
巻
「
付
録
」

の
「
楓
の
間
并
御
用
の
間
」
の
項
に
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。
長
文
で
は
あ

る
が
、
部
屋
の
役
割
が
わ
か
る
の
で
紹
介
し
よ
う
。

御
小
座
敷
よ
り
渡
り
廊
下
の
続
き
に
楓
の
間
と
云
る
八
畳
二
間
の
座
敷
あ
り
、

（
中
略
）此
二
間
を
御
作
事
方
に
て
は
菊
の
御
台
と
唱
へ
、
奥
に
て
は
楓
の
間
と
云
、

此
の
続
き
に
御
茶
室
あ
り
、
双
雀（
双
飛
）亭
と
名
く
、
是
は
山
里
の
御
庭
よ
り
移

せ
し
も
の
に
て
、
四
畳
半
一
間
水
屋
付
な
り
、

さ
て
此
に
緊
要
な
る
お
座
敷
こ
そ
あ
れ
、
楓
の
間
の
後
に
四
畳
半
許
り
の
小
座
敷

に
て
三
方
入
側
つ
き
な
り
、
之
を
御
用
の
間
と
云
、
御
作
事
方
に
て
は
何
と
も
唱

へ
な
し
、
其
故
に
や
絵
図
面
に
も
座
敷
の
名
は
記
さ
ず
、
抑
も
此
一
間
は
将
軍
自

ら
政
務
を
扱
ふ
処
に
て
、
一
個
の
簞
笥
を
常
備
し
、
其
内
に
は
将
軍
自
筆
の
書

類
、
評
定
所
目
安
箱
よ
り
出
し
た
る
老
中
の
失
政
を
論
議
せ
し
書
面
な
ど
あ
り
、

ま
た
諸
大
名
・
寺
院
な
ど
へ
下
さ
る
べ
き
御
判
物
ど
も
総
て
此
一
室
に
在
り
、
将

軍
は
折
ふ
し
御
小
姓（
小
性
）頭
取
と
共
に
此
室
に
入
り
て
彼
の
大
高
檀
紙
へ
花
押

を
か
き
、
ま
た
朱
印
を
捺
せ
な
ど
す
、
さ
れ
ば
此
処
へ
は
小
姓
も
立
入
る
事
な

く
、
況
し
て
老
中
・
若
年
寄
抔
一
切
立
入
る
能
は
ず
、
扨
て
将
軍
家
よ
り
出
す
御

墨
付
と
称
す
る
も
の
ゝ
文
面
は
奥
御
祐
筆
に
て
認
め
、
御
小
姓
頭
取
へ
差
出
し
、

此
室
の
簞
笥
に
納
め
、
将
軍
自
ら
花
押
を
据
え
る
な
り
、（
中
略
）併
し
此
室
内
の

事
は
、
幕
府
時
代
に
て
最
も
深
秘
の
事
な
れ
ば
、
近
習
の
人
と
雖
も
知
る
者
は
最

も
稀
な
り

す
な
わ
ち
、
楓
之
間
は
「
表
」
の
役
職
で
あ
る
作
事
方
で
は
「
菊
の
御
台
」
と
唱
え

た
と
い
う
。
実
際
、
先
述
し
た
「
江
戸
御
本
丸
御
表
御
中
奥
御
殿
向
御
櫓
御
多
門
共
総

絵
図
」
で
は
、
こ
の
部
屋
は
「
菊
之
御
茶
屋
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
御
用
之
間
の

こ
と
は
、「
御
作
事
方
に
て
は
何
と
も
唱
へ
な
し
」
と
あ
る
ご
と
く
、
同
絵
図
に
は
部

屋
名
は
記
載
さ
れ
て
い
な
い
。
し
て
み
る
と
、
図
16
は
「
奥
」
で
作
成
さ
れ
た
図
面
と

い
う
こ
と
に
な
る
。

こ
と
に
御
用
之
間
は
、「
近
習
の
人
と
雖
も
知
る
者
は
最
も
稀
な
り
」
と
あ
る
よ
う

に
、
将
軍
の
隠
し
部
屋
で
あ
っ
た
。
こ
の
部
屋
は
、
将
軍
が
自
ら
政
務
を
扱
う
場
所
で

あ
り
、
こ
こ
で
判
物
や
御
墨
付
に
花
押
を
書
い
た
り
、
小
性
頭
取
に
朱
印
を
押
さ
せ
た

り
し
た
と
い
う
。
ま
た
、
部
屋
常
備
の
簞
笥
に
は
、
将
軍
自
筆
の
書
類
や
目
安
箱
に

入
っ
て
い
た
訴
状
な
ど
も
保
管
さ
れ
て
い
た
と
い
う
。
双
飛
亭
は
茶
室
で
あ
る
。

図
15
・
図
16
に
見
え
る
御
休
息（
④
）・
御
小
座
敷（
⑤
）が
通
常
の
居
間
と
さ
れ
て
い

る
が
、
幕
末
に
小
性
頭
取
を
務
め
た
坪
内
定
益
・
小
性
を
務
め
た
松
浦
信
寔
は
、『
旧

事
諮
問
録
』
の
中
で
、「
御
休
息
と
い
う
の
は
、
中
奥（「
奥
」）の
う
ち
の
表
の
部
で
、

御
休
息
に
な
る
所
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
つ
ま
り
表
の
御
居
間
で
あ
り
ま
す
。（
も
っ
と

も
、
御
寝
は
こ
こ
で
あ
り
ま
す
。〔
竹
本
補
〕）」
と
述
べ
る
。
一
方
、『
千
代
田
城
大
奥
』
下

巻
で
は
、「「
楓
の
間
」「
鷹
の
間
」「
双
雀（
双
飛
）亭
」
な
ど
は
、
将
軍
心
の
ま
ゝ
に
住

ま
は
せ
ら
る
ゝ
処
に
て
、
御
小
姓
の
外
立
入
る
こ
と
叶
は
ず
」
と
記
す
。
つ
ま
り
、
一

二
代
将
軍
家
慶
時
代
、「
表
の
居
間
」
の
奥
に
、「
奥
の
居
間
」
と
で
も
い
う
べ
き
楓
之

間
・
鷹
之
間
・
双
飛
亭
や
、
隠
し
部
屋（「
御
用
之
間
」）が
設
け
ら
れ
た
と
い
え
よ
う
。

な
お
、「
奥
」
で
作
成
さ
れ
た
図
16
に
は
、「
穴
道（
抜
け
穴
道
）」（
⑳
）の
入
口
が
記
載

さ
れ
て
い
る
こ
と
も
注
目
さ
れ
る
。
ま
た
、
図
15
に
見
え
る
「
奥
」
勘
定
所（
㉑
）が
、

図
16
で
は
空
欄
に
な
っ
て
い
る
こ
と
に
も
注
意
す
べ
き
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
勝
手
掛
側

用
人
で
あ
っ
た
堀
親
寚
が
、
弘
化
二
年
四
月
八
日
に
免
職
に
な
り
、
同
勘
定
所
が
廃
止

さ
れ
た
た
め
と
思
わ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
図
16
は
そ
れ
以
降
、
双
飛
亭
が
設
置
さ
れ

（
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（
38
）

（
39
）

（
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江
戸
城
本
丸
御
殿
の
「
奥
」
空
間
再
論

九

た
同
年
五
月
以
降
の
状
況
を
示
す
御
殿
図
で
あ
る
こ
と
を
物
語
る
。

つ
ぎ
に
、
将
軍
側
近
役
の
詰
所
空
間
の
変
化
を
み
よ
う
。
図
17
は
計
画
期
、
図
18
は

竣
工
期
の
状
況
を
示
す
。
①
の
平
御
側
、
②
の
側
用
人
、
③
の
御
用
取
次（
談
部
屋
）と

も
、
同
じ
場
所
に
み
ら
れ
る
。
図
18
の
平
御
側
の
部
屋
が
「
泊
方
部
屋
」
と
記
さ
れ
る

の
は
、
平
御
側
は
三
日
に
一
回
の
宿
直
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
御
用
取
次
の
談
部

屋
は
、
図
17
に
比
べ
、
部
屋
の
状
況
が
詳
細
で
あ
る
。
下
ノ
口
の
左
に
、「
口
奥
坊
主
」

と
「
六
尺
」
の
詰
所
が
見
え
る
。
口
奥
坊
主
は
、
御
用
取
次
の
秘
書
役
を
務
め
る
時
計

之
間
肝
煎
坊
主
の
こ
と
で
あ
る
。
六
尺
は
、
茶
の
提
供
な
ど
の
雑
事
を
処
理
し
た
。

④
の
小
納
戸
の
西
部
屋
・
東
部
屋
と
も
同
じ
で
あ
る
。
図
18
の
⑤
「
家
老
」
は
、
田

安
・
一
橋
・
清
水
の
御
三
卿
家
老
の
詰
所
と
考
え
ら
れ
る
。
御
三
卿
は
、
将
軍
の
家
族

同
様
に
扱
わ
れ
、
そ
の
家
政
は
御
用
取
次
の
管
掌
を
う
け
た
の
で
、
家
老
の
詰
所
も

「
奥
」
に
設
け
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

つ
い
で
、
奥
向
衆
下
部
屋
の
状
況
を
見
よ
う
。
⑥
の
御
休
息
御
庭
之
者
支
配
、
⑦
の

奥
坊
主
組
頭
、
⑧
の
時
計
之
間
肝
煎
坊
主
、
⑨
の
小
道
具
役
、
⑩
の
奥
坊
主
、
⑪
の

（
物
）書
役
・
手
水
方
、
⑫
の
六
尺
部
屋
と
も
、
名
称
に
若
干
の
違
い
が
あ
る
も
の
の
、

両
図
と
も
場
所
は
同
じ
で
あ
る
。

な
お
本
丸
御
殿
は
、
安
政
六
年（
一
八
五
九
）一
〇
月
一
七
日
、
中
之
口
辺
よ
り
出
火

し
て
焼
失
し
た
た
め
、
再
建
が
行
わ
れ
、
一
四
代
将
軍
家
茂
は
万
延
元
年（
一
八
六
〇
）

一
一
月
九
日
に
新
築
な
っ
た
本
丸
御
殿
に
移
徙
し
た
。
そ
の
と
き
建
築
さ
れ
た
御
殿
の

図
面
が
、「
江
戸
城
御
本
丸
万
延
度
御
普
請
御
殿
向
表
奥
惣
絵
図
」（
東
京
都
立
中
央
図
書

館
特
別
文
庫
室
蔵
、
六
一
六
―

一
一
）で
あ
る
。
弘
化
度
の
御
殿
図
と
比
較
し
て
み
る
と
、
基

本
構
造
は
変
わ
ら
な
い
も
の
の
、
簡
略
化
さ
れ
た
様
子
が
う
か
が
え
る
。
そ
の
詳
細
に

つ
い
て
は
、
今
後
の
課
題
に
し
て
お
き
た
い
。

（
41
）

（
42
）

（
43
）

（
44
）

（
45
）

お
　
わ
　
り
　
に

将
軍
の
生
活
空
間
に
つ
い
て
は
、
八
代
将
軍
吉
宗
が
享
保
一
二
年
に
休
息
所
を
新
築

し
て
以
降
、
御
座
之
間
の
右
に
御
休
息
と
御
小
座
敷
、
御
座
之
間
の
下
に
能
舞
台
を
設

け
る
と
い
う
基
本
構
造
は
変
わ
ら
な
か
っ
た
が
、
一
二
代
将
軍
家
慶
は
、
火
災
で
焼
失

し
た
本
丸
御
殿
を
弘
化
二
年
に
再
建
し
た
際
、
御
小
座
敷
の
奥
に
、
楓
之
間
や
双
飛
亭
、

さ
ら
に
は
御
用
之
間
と
い
う
隠
し
部
屋
を
設
け
た
。
こ
と
に
御
用
之
間
は
、
将
軍
が
自

ら
政
務
を
扱
う
場
所
で
あ
り
、
こ
こ
で
判
物
や
御
墨
付
に
花
押
を
書
い
た
り
、
小
性
頭

取
に
朱
印
を
押
さ
せ
た
り
し
た
と
い
う
。

一
方
、
将
軍
側
近
役
の
詰
所
空
間
に
つ
い
て
は
、「
奥
」
の
長
官
で
あ
る
御
側
御
用

取
次
の
執
務
室
の
変
化
が
注
目
さ
れ
る
。
吉
宗
時
代
は
、
前
代
の
側
用
人
を
廃
止
し
、

そ
の
部
屋
を
御
用
取
次
の
部
屋
に
改
め
た
が
、
家
重
時
代
に
は
側
用
人
を
再
置
し
、
御

用
取
次
の
部
屋
を
側
用
人
の
執
務
室
と
し
た
。
そ
し
て
御
用
取
次
の
部
屋
は
、
書
物
部

屋
を
廃
止
し
て
設
置
し
た
。
こ
の
変
化
に
よ
り
、「
奥
」
の
入
口
近
く
に
平
御
側
、
そ

の
奥
に
側
用
人
、
そ
の
さ
ら
に
奥
に
御
用
取
次
の
部
屋
と
い
う
よ
う
に
、
後
代
に
設
け

ら
れ
た
政
務
補
佐
役
ほ
ど
、「
奥
」
の
深
部
に
執
務
室
を
与
え
ら
れ
た
。
そ
の
結
果
と

し
て
、
御
用
取
次
の
部
屋
は
、「
奥
」
の
中
心
部
に
設
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で

あ
る
。

こ
う
し
た
「
奥
」
の
空
間
構
造
の
変
化
を
集
約
し
た
本
丸
御
殿
図
が
、
一
二
代
将
軍

家
慶
時
代
の
「（
御
本
丸
中
奥
〔
奥
〕
絵
図
）」（
東
京
都
立
中
央
図
書
館
特
別
文
庫
室
蔵
）と

い
え
よ
う
。
（
46
）



江
戸
城
本
丸
御
殿
の
「
奥
」
空
間
再
論

一
〇

註（
1
）　
『
徳
川
林
政
史
研
究
所
「
研
究
紀
要
」』
第
二
七
号（
一
九
九
三
年
）。

（
2
）　
「
元
禄
時
代
の
江
戸
城
本
丸
御
殿
図
再
論
」（『
徳
川
林
政
史
研
究
所
「
研
究
紀
要
」』
第
五

六
号
〔
二
〇
二
二
年
〕、「
家
宣
・
家
継
時
代
の
江
戸
城
本
丸
御
殿
図
再
論
」（『
徳
川
林
政
史
研

究
所
「
研
究
紀
要
」』
第
五
七
号
〔
二
〇
二
三
年
、
以
下
「
五
七
号
所
収
論
文
」
と
略
す
〕）。

（
3
）　
『
東
京
市
史
稿
』
皇
城
篇
第
二（
東
京
市
役
所
、
一
九
一
二
年
）六
一
二
～
六
一
五
頁
。

（
4
）　
『
新
訂
寛
政
重
修
諸
家
譜
』（
続
群
書
類
従
完
成
会
、
一
九
八
五
年
）第
二
〇
、
三
五
四
頁
。

（
5
）　

深
井
雅
海
『
江
戸
城
御
殿
の
構
造
と
儀
礼
の
研
究
─
空
間
に
示
さ
れ
る
権
威
と
秩
序
』（
吉

川
弘
文
館
、
二
〇
二
一
年
）一
一
〇
頁
。

（
6
）　

深
井
雅
海
『
徳
川
将
軍
政
治
権
力
の
研
究
』（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
一
年
）三
四
五
頁
。

（
7
）　

註（
5
）の
深
井
著
書
一
一
一
頁
。

（
8
）　

註（
5
）の
深
井
著
書
一
一
四
頁
の
註（
14
）。

（
9
）　

註（
5
）に
同
じ
。

（
10
）　

東
京
大
学
史
料
編
纂
所
『
大
日
本
近
世
史
料　

柳
営
補
任
』
一
巻（
東
京
大
学
出
版
会
、

一
九
六
三
年
）一
〇
二
～
一
〇
四
頁
。

（
11
）　

深
井
雅
海
・
藤
實
久
美
子
編
『
江
戸
幕
府
役
職
武
鑑
編
年
集
成
』
一
三
巻（
東
洋
書
林
、

一
九
九
七
年
）一
五
六
頁
。

（
12
）　

同
右
、
二
〇
〇
頁
。

（
13
）　

註（
10
）に
同
じ
。

（
14
）　

註（
6
）の
深
井
著
書
二
七
五
～
二
八
二
頁
。

（
15
）　
『
徳
川
実
紀
』
第
九
篇（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
六
六
年
）二
三
六
頁
。

（
16
）　

大
岡
忠
光
は
、
宝
暦
六
年
五
月
二
一
日
に
側
用
人
に
任
命
さ
れ
た（
同
右
書
、
六
六
一

頁
）。

（
17
）　

註（
6
）の
深
井
著
書
、
第
一
編
第
四
章
参
照
。

（
18
）　
『
随
筆
百
花
苑
』
第
九
巻（
中
央
公
論
社
、
一
九
八
一
年
）一
三
四
頁
。

（
19
）　

註（
11
）の
『
江
戸
幕
府
役
職
武
鑑
編
年
集
成
』
一
三
巻
一
六
四
～
一
六
六
頁
。

（
20
）　
『
断
家
譜
』
第
二
巻（
続
群
書
類
従
完
成
会
、
一
九
六
八
年
）一
六
八
～
一
六
九
頁
。
註

（
11
）の
『
江
戸
幕
府
役
職
武
鑑
編
年
集
成
』
一
三
巻
一
八
五
頁
。
な
お
薮
田
助
次
郎
は
、
明
和

二
年
一
二
月
に
御
休
息
御
庭
之
者
支
配
に
就
任
し
、
同
三
年
八
月
西
丸
・
二
丸
山
里
預
に
転
出

し
て
い
る
の
で
、
こ
の
点
か
ら
み
て
も
、
こ
の
御
殿
図
が
明
和
三
年
前
半
の
状
況
を
示
す
も
の

と
推
定
で
き
る
。

（
21
）　

註（
3
）の
『
東
京
市
史
稿
』
皇
城
篇
第
二
、
七
八
七
頁
。

（
22
）　
『
続
徳
川
実
紀
』
第
二
篇（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
六
六
年
）五
二
〇
・
五
三
七
頁
。『
東
京
市

史
稿
』
皇
城
篇
第
三（
東
京
市
役
所
、
一
九
一
二
年
）六
五
三
～
八
五
三
頁
。

（
23
）　

小
粥
祐
子
「
江
戸
城
本
丸
御
殿
下
御
鈴
廊
下
の
新
設
時
期
に
つ
い
て
─
江
戸
城
本
丸
御
殿

平
面
図
・
間
取
図
の
収
集
と
研
究
資
源
化
に
関
す
る
研
究
報
告
」（『
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
研

究
紀
要
』
第
三
〇
号
、
二
〇
二
〇
年
）。

（
24
）　

勿
論
、
こ
の
絵
図
に
記
載
さ
れ
て
い
な
い
か
ら
と
い
っ
て
、「
新
御
鈴
廊
下
」
＝
「
下
御

鈴
廊
下
」
が
享
保
期
に
作
ら
れ
な
か
っ
た
と
は
い
え
な
い
が
、
小
五
郎
の
「
表
住
居
」
に
伴
っ

て
新
設
さ
れ
た
と
す
る
な
ら
ば
、
御
鈴
廊
下
を
設
け
る
理
由
を
示
す
必
要
が
あ
ろ
う
。

（
25
）　

註（
5
）の
深
井
著
書
二
七
～
二
八
頁
。

（
26
）　

美
和
信
夫
『
江
戸
幕
府
職
制
の
基
礎
的
研
究
』（
広
池
学
園
出
版
部
、
一
九
九
一
年
）三
九

〇
～
三
九
一
、
四
四
四
～
四
四
六
頁
。

（
27
）　

註（
26
）の
美
和
著
書
三
八
二
～
三
八
三
、
三
八
五
、
三
八
八
頁
。

（
28
）　

註（
10
）の
『
大
日
本
近
世
史
料　

柳
営
補
任
』
一
巻
一
〇
八
・
一
一
〇
・
一
一
二
頁
。
深

井
雅
海
・
藤
實
久
美
子
編
『
江
戸
幕
府
役
職
武
鑑
編
年
集
成
』
二
八
巻（
東
洋
書
林
、
一
九
九

八
年
）九
三
頁
。

（
29
）　

万
延
度
の
も
の
と
さ
れ
る
「
江
戸
城
御
本
丸
表
中
奥
御
殿
向
並
御
や
ぐ
ら
御
多
門
共
惣
地

絵
図（
万
延
度
）」（
東
京
都
立
中
央
図
書
館
特
別
文
庫
室
蔵
、
六
一
六
─

三
）で
は
、
図
13
⑥
の
区

画
の
真
上
の
二
階
部
分
に
「
御
小
性
頭
取
部
屋
」、
そ
の
左
の
「
御
廊
下
」
か
ら
「
御
小
納
戸

衆
西
部
屋
」
の
あ
た
り
の
区
画
の
二
階
に
「
御
小
納
戸
頭
取
衆
」
と
あ
り
、
同
⑥
の
左
側
の

「
御
小
性
衆
湯
殿
」「
夜
具
部
屋
」
の
記
載
が
あ
る
区
画
の
二
階
部
分
に
「
御
小
性
衆
部
屋
」
と

あ
る
こ
と
か
ら
、
図
13
の
家
慶
期
に
も
同
様
の
構
造
に
な
っ
て
い
た
可
能
性
が
高
い
。

（
30
）　

註（
28
）の
『
江
戸
幕
府
役
職
武
鑑
編
年
集
成
』
二
八
巻
一
〇
一
～
一
〇
六
頁
。

（
31
）　

註（
29
）と
同
じ
く
、「
江
戸
城
御
本
丸
表
中
奥
御
殿
向
並
御
や
ぐ
ら
御
多
門
共
惣
地
絵
図

（
万
延
度
）」
で
は
、
図
13
の
⑧
「
庭
方
」
の
上
に
あ
る
「
行
燈
ヘ
ヤ
」
一
帯
の
区
画
の
二
階

に
、「
奥
御
医
師
部
屋
」
が
二
部
屋
確
認
さ
れ
る
。

（
32
）　

註（
28
）の
『
江
戸
幕
府
役
職
武
鑑
編
年
集
成
』
二
八
巻
一
三
三
頁
。
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（
33
）　

註（
22
）の
『
東
京
市
史
稿
』
皇
城
篇
第
三
、
七
〇
九
～
七
一
二
頁
。

（
34
）　

平
井
聖
監
修
・
伊
東
龍
一
著
『
城
郭
・
侍
屋
敷
古
図
集
成　

江
戸
城
Ⅰ（
城
郭
）』（
至
文

堂
、
一
九
九
二
年
）二
六
～
二
七
頁
の
図
35
。

（
35
）　

村
井
益
男
責
任
編
集
『
日
本
名
城
集
成　

江
戸
城
』（
小
学
館
、
一
九
八
六
年
）所
収
の

「
東
京
都
立
中
央
図
書
館
所
蔵
江
戸
城
関
係
史
料
一
覧
」
で
は
、
こ
の
図
は
弘
化
度
の
御
殿
図

に
分
類
さ
れ
て
い
る
。
実
際
こ
の
図
に
は
、
新
た
に
弘
化
二
年
五
月
に
出
来
た
「
双
飛
亭
」（
本

稿
図
16
の
⑲
）が
見
え
る
こ
と
か
ら
、
同
年
度
の
御
殿
図
と
み
て
間
違
い
な
い
も
の
と
思
わ
れ

る（
註（
34
）の
伊
東
著
書
「
江
戸
城
の
作
事
と
各
図
解
説
」
の
「
弘
化
度
」
図
35
の
解
説
〔
二

六
八
頁
・
二
七
七
頁
の
注
15
〕
参
照
）。

（
36
）　

松
平
春
嶽
全
集
編
纂
刊
行
会
編『
松
平
春
嶽
全
集
』一
巻（
原
書
房
復
刻
版
、一
九
七
三
年
）

四
六
六
～
四
六
七
頁
。

（
37
）　

双
飛
亭
が
弘
化
二
年
五
月
に
出
来
た（
註（
35
）参
照
）と
す
る
と
、
こ
れ
ら
の
部
屋
は
、
将

軍
家
慶
が
新
築
な
っ
た
本
丸
御
殿
に
移
徙
し
た
同
年
二
月
二
八
日
以
降
に
増
築
さ
れ
た
可
能
性

が
高
い
。

（
38
）　

永
島
今
四
郎
・
太
田
贇
雄
『
千
代
田
城
大
奥
』
下
巻（
岡
崎
屋
書
店
、
一
九
〇
一
年
）「
千

代
田
城
大
奥
付
録
」
七
～
八
頁
。
な
お
こ
の
部
分
は
、
小
納
戸
・
小
納
戸
頭
取
・
目
付
・
外
国

奉
行
・
御
側
御
用
取
次
な
ど
を
歴
任
し
た
旧
幕
臣
が
「
聞
く
が
ま
ゝ
に
筆
録
」
し
た
も
の
と
い

う
。
た
だ
し
管
見
の
限
り
、
こ
れ
ら
の
役
職
を
す
べ
て
歴
任
し
た
人
物
は
み
あ
た
ら
な
い
。
職

歴
が
近
い
人
物
と
し
て
は
、
一
四
代
将
軍
家
茂
の
御
用
取
次
を
務
め
た
大
久
保
忠
寛
が
あ
げ
ら

れ
る
。
彼
は
『
柳
営
補
任
』
に
よ
る
と
、
小
納
戸
・
目
付
・
外
国
奉
行
は
務
め
て
い
る
も
の
の
、

小
納
戸
頭
取
は
務
め
て
い
な
い
。

（
39
）　

旧
事
諮
問
会
編
・
進
士
慶
幹
校
注
『
旧
事
諮
問
録
─
江
戸
幕
府
役
人
の
証
言
─
』（
上
）（
岩

波
文
庫
、
一
九
八
六
年
）三
七
頁
。

（
40
）　

註（
38
）『
千
代
田
城
大
奥
』
下
巻
の
「
千
代
田
城
大
奥
付
録
」
九
頁
。

（
41
）　

註（
6
）の
深
井
著
書
三
〇
七
・
三
四
九
頁
。

（
42
）　

小
性
・
奥
医
師
の
部
屋
に
つ
い
て
は
、
註（
29
）・
註（
31
）で
指
摘
し
た
ご
と
く
、
二
階
に

設
け
ら
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

（
43
）　

註（
36
）の
『
松
平
春
嶽
全
集
』
一
巻
四
六
二
頁
。

（
44
）　
『
続
徳
川
実
紀
』
第
三
篇（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
六
六
年
）六
三
四
・
八
二
五
頁
。
註（
22
）

の
『
東
京
市
史
稿
』
皇
城
篇
第
三
、
一
一
七
四
～
一
三
一
七
頁
。

（
45
）　

註（
34
）の
伊
東
著
書
一
七
一
頁
の
図
50
。

（
46
）　

た
だ
し
、
こ
の
図
に
は
二
階
部
分
は
記
載
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
の
点
の
分
析
に
つ
い
て
も

今
後
の
課
題
に
し
た
い
。
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